足関節捻挫後なかなか痛みがとれないときは？
－距骨骨軟骨損傷－
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　高知スポーツドクター協議会　　川上照彦
【はじめに】
　足関節捻挫は最も多いスポーツ外傷の一つで、以前にこのコラムでも取り上げたことがあります。足関節の捻挫後に痛みがなかなかとれないときは、足関節靱帯損傷後の不安定性にともなう変形性足関節症や、距骨の骨軟骨損傷を考えておく必要があります。今回はこの距骨骨軟骨損傷についてお話ししたいと思います。
【距骨はどこ？】
[image: image1.jpg]


[image: image2.jpg]


[image: image3.jpg]


[image: image4.jpg]


[image: image5.jpg]


[image: image6.jpg]


[image: image7.jpg]


[image: image8.jpg]


　では、距骨とはどの骨でしょうか。まず解剖についてお話しします。図１は正常足関節正面・側面像です。足関節は脛骨の下端と距骨の上面、腓骨の内側面によりつくられています。距骨の上面は関節軟骨に覆われ距骨滑車とよばれています。側面からみるとドーム状をしており、この上を脛骨の下端部が滑り、足関節の背屈、底屈が可能となります。
【距骨骨軟骨損傷とは？】
　図２は距骨骨軟骨症例の
単純レントゲン写真です。
距骨の角に少し透けたように黒く写っているところがあります。これが軟骨損傷のところです。少し判りづらいと思いますので、図３にCT像をお見せします。軟骨が下の骨と一緒に剥がれかかっているのが良く判ると思います。
　また、図４にCTによる立体像をお見せします。足関節における損傷部位が実感できます。左図は正面像で、右図は損傷部位を上から見た図となっています。
　このような損傷は捻挫をしたときに生じることが多く、単なる捻挫として治療されたもののなかなか痛みが取れないため専門医を受診し発見される場合が多いのです。
　次回は距骨骨軟骨損傷の病態と治療や予防についてお話ししたいと思います。
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図 � SEQ 図 \* ARABIC �1�　足関節正面・側面像
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図 � SEQ 図 \* ARABIC �2�　距骨骨軟骨損傷例





図 � SEQ 図 \* ARABIC �3�　距骨骨軟骨損傷CT像





図 ４　距骨骨軟骨損傷３DCT像








